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国土交通大臣認定擁壁

Ｔ型ブロックＷタイプは「宅地造成及び特定盛土等規制法」

(盛土規制法)の規定に基づく国土交通大臣認定擁壁です。

形状等の詳細につきましては、弊社担当までお問い合わせ

ください。

実 物 大 実 験

地上有効高さ

土質試験により土質状況を確認した場合

35 30 25

20～18 19～17 18～16

5.0 〇 〇 〇

4.5 〇 〇 〇

4.0 〇 〇 〇

3.5 〇 〇 〇

3.0 〇 〇 〇

2.5 〇 〇 〇

2.0 〇 〇 〇

1.5 〇 〇 〇

内部摩擦角

φ(度)
背 面 土

γ(kN/m３)

地

上

高

 

H

(

m

)

土質試験により土質状況を確認しない場合

土質 砂利または砂 背面土 γ = 18 (kN/m３)

土圧係数 Ka=0.35

地上高 H = 5.0・4.5・4.0・3.5・3.0・2.5・2.0・1.5 m

設計条件

地表面載荷重 q = 15 kN/m２

内部摩擦角 φ= 25°～ 35°

土 圧 式 常 時 クーロン土圧式

地震時 岡部物部式土圧式

基礎底面と基礎地盤との摩擦係数 μ

土質試験により土質状況を確認した場合

μ = tanφ ただし μ≦0.6

土質試験により土質状況を確認しない場合

μ = 0.5

安定計算 判定基準

盛土規制法施行令第９条２項

許容応力度 判定基準

鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説2018(日本建築学会)

擁壁地表面角度 β = 0 °(水平)

Ｔ型ブロックＷタイプ 認定番号 国官参宅第52号

設計水平震度 kh = 0.25

認定条件を外れた場合は、構造計算を行い、盛土規制法に準拠

した断面形状をご提案いたします。（認定外擁壁になります）

旧建設省建築研究所における構造耐力試験
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Ｔ型ブロックＷタイプ

Ｔ型ブロック大型サイズ

Ｍ-ＡⅠ型
(2000×1000×540)
参考重量 1150kg

Ｍ-ＡⅡ型
(1000×1000×540)
参考重量 575kg

Ｍ-ＢⅠ型
(2000× 500×540)
参考重量 575kg

Ｍ-ＢⅡ型
(1000× 500×540)
参考重量 288kg

Ｂ-ＡⅠ型
(2000×1000×860)
参考重量 1588kg

Ｂ-ＡⅡ型
(1000×1000×860)
参考重量 794kg

Ｇ-ＢⅠ型
(2000×500×1360)
参考重量 1560kg

Ｇ-ＢⅡ型
(1000×500×1360)
参考重量 780kg

Ｋe-ＢⅠ型
(2000×500×1800)
参考重量 1830kg

Ｋe-ＢⅡ型
(1000×500×1800)
参考重量 915kg

2000

75

90

280

360

(350) ※1

※1 ( )内はⅡ型

水抜孔※2

※2 水抜孔はⅠ型に設置

2000

75 水抜孔※2

※1 ( )内はⅡ型

※2 水抜孔はⅠ型に設置

90

360

320

(300) ※1

2000

75 水抜孔※2

90

※1 ( )内はⅡ型

※2 水抜孔はⅠ型に設置
604

170

75 水抜孔※2

90

580

170

※1 ( )内はⅡ型

※2 水抜孔はⅠ型に設置

(1000)※1

(1000)※1

(1000)※1

2000

(1000)※1
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施 工 全 般

施工にあたっては、現地の状況を十分に把握して、設

計書の諸条件と照合し、計画を立てる必要があります。

特に地盤支持力が不足する場合は、地盤の改良または

置換コンクリートの施工等により、地盤支持力を十分

満足するよう配慮することが必要です。

埋戻し 埋戻し

均しコンクリート

均しコンクリート

砕石等

(a)岩盤の場合 (b)土層の場合

基礎工(フーチング基礎)

埋戻し

置換厚さ

良質支持層

軟弱層
θ θ

置 換 材 料：クラッシャーラン

または地耐力が

得られる良質材料

荷重分布角度：θ＝ 30°～45°

掘 削 勾 配： １：N

(c)軟弱地盤における置換基礎の例

図－１ 基礎地盤処理

１）床堀により設計図書の基づく十分な地盤支持力を確保

することとし、必要に応じてクラッシャーランなどを

敷き詰めて十分に転圧し、所定の均しコンクリートを

施工すること。【 図－１(c) 】

２）設計図が尻下りになっている場合は、滑動抵抗を考慮し

現場の地盤をほぐさないように正確に仕上げること。

また、機械などにより掘りすぎた場合は、必ずコンクリ

ートにより所定の断面が得られるように復元すること。

【 図－２ 】

この部分をほぐさないこと

図－２ 尻下りの場合

３）傾斜地に施工する場合は、現地の状況により、必要に応

じ置換コンクリートにより経済的な断面となるよう検討

することが望ましい。【 図－３ 】

置換コンクリート

50cm以上

図－３ 置換基礎例

４）立上り鉄筋は、必ず所定の位置に正確に固定すること。

曲線部または折曲部の立上り鉄筋の位置決めはブロック

前面のラインから鉄筋挿入孔の中心位置に90°の角度で

所定の幅を確保するよう、専用の定規などを用いて決定

すること。

５）立上り鉄筋の延長方向の所定のピッチは1000mmであるが

施工時にブロック間に空隙が生じるので標準型（2000×

1000)ブロック１個につき 2～3 mmの延びを考慮すること。

また認定擁壁については所定の位置に防錆処理を施すこと。

６）設計図書により鉄筋組立、型枠を施工し、所定のコンク

リートを打設する。このときのコンクリートの設計基準

強度は、設計図書によるものとする。

７）基礎延長は 20ｍ 以内で縁切りし、目地材にて処理する。

割栗石・
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ブロックの築造

１）築造にはクレーン車を使用し、通常の場合は特殊

作業員２名程度、普通作業員３名程度で実施する。

２）ブロックの吊上げは、吊り金具を使用する。

３）１段目ブロックは、フーチング基礎に設けた立上り

鉄筋に合わせて据え付ける。この場合、ブロックの

上面に水糸を張るなどして高さを調整すると同時に

勾配が設計に合致するようレベル調整用ライナープ

レート等を用いて施工する。

４）１段目ブロックの敷設が完了したら２段目まで積む。

５）２段目を構築した後、設計図書による所定の連結鉄

筋を、鉄筋挿入孔の上から挿入する。この際、位置

決め鉄筋等を用いて有効高さを確保するようにする。

鉄筋挿入後、生コンクリートを注入する。生コンク

リートの設計基準強度は 30 N/mm２ 以上とする。

６）鉄筋挿入孔に充填する生コンクリートは振動機等に

より十分締固めを行う。

７）擁壁背面の埋戻しは、コンクリート設計基準強度の

70 ％以上に達した後に行うこと。この場合、擁壁に

振動、衝撃を与えないように十分注意すること。

８）排水効果を確保するため、背面側に厚さ30cm以上の

砕石または栗石等を充填するか、見え高５ｍ以下の

擁壁には、耐久性の高い透水マットを水抜孔を結ぶ

ように、最上部の孔から最下部の孔までブロックの

背面に沿って設けることとする。高さ３ｍを超え、

５ｍまでの擁壁に透水マットを使用する場合は、基

部に高さ30cm以上、幅50cm以上の砂利などを設置し

かつ、厚さ 5～10cmの止水コンクリートを設置する

こと。

また水抜孔には排水フィルターを設置する。

注 意 事 項

●鉄筋の仕様は設計図書に従ってください。

●充填する生コンクリートには空隙ができない

ように棒バイブレータをかけてください。

●生コンクリートは下げ目に入れてください。

連結鉄筋

生コンクリート

10～15cm

下げて充填する

控え壁中詰め材料の容量

呼び名 コンクリート量

Ｍ　型 0.027

Ｂ　型 0.104

Ｇ　型 0.368

Ke　型 0.554

Ｔ型ブロック１m
２
当りの

控え壁中詰めコンクリート量(m
３
)

Ｔ型ブロック 標準築造歩掛

吊上能力 日 数

Ｍ　型 0.17人 0.33人 0.50人 4.9 t 0.17日

Ｂ　型 0.20人 0.40人 0.60人 16 t 0.20日

Ｇ　型 0.33人 0.67人 1.00人 16 t 0.33日

Ke　型 0.33人 0.67人 1.00人 16 t 0.33日

トラッククレーン
普通作業員特殊作業員世　話　役呼び名

(１０m２当り)

※フーチング基礎・天端コンクリートは別途計上する。

基礎材・置換コンクリート等が必要な場合は別途計上する。

小運搬を必要とする場合は 2.9t吊 4ｔ車 によるものとし、１日工程は標準で 30 m２～ 60 m２とする。
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